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縄
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係
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一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
時
の
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
係
る
密
約
の
存
在
を
裏
付
け
る
米
政
府
公
文

書
に
係
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
一
月
四
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
発
の
時
事
通
信
が
、

「
一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
前
、
日
米
間
で
結
ば
れ
た
財
政
負
担
に
関
す
る
密
約
の
存
在
を
裏
付
け
る
米
政
府
の
公
文
書

が
、
ま
た
新
た
に
米
国
立
公
文
書
館
で
見
つ
か
っ
た
。
六
九
年
十
一
月
の
佐
藤
栄
作
首
相
（
当
時
）
訪
米
直
前
に
秘
密
裏
に
決

ま
っ
た
三
億
七
千
五
百
万
ド
ル
に
上
る
日
本
側
支
払
い
の
使
途
を
め
ぐ
る
内
容
。
特
に
、
う
ち
二
億
ド
ル
は
積
算
根
拠
の
な
い

ま
ま
決
ま
っ
た
『
つ
か
み
金
』
的
な
性
格
だ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
側
の
支
払
い
が
米
国

の
『
財
政
的
利
益
』
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
中
略
）

今
回
見
つ
か
っ
た
の
は
、
財
務
省
が
国
防
総
省
か
ら
の
書
簡
を
紹
介
す
る
形
で
作
成
し
た
七
〇
年
十
二
月
二
日
付
文
書
。
国

防
総
省
は
こ
の
中
で
、
日
米
秘
密
合
意
の
解
釈
に
触
れ
、
日
本
側
支
出
と
な
っ
た
三
億
七
千
五
百
万
ド
ル
の
う
ち
『
基
地
の
移

転
や
そ
の
他
の
経
費
』
二
億
ド
ル
に
つ
い
て
『
日
本
か
ら
の
二
億
ド
ル
は
国
防
総
省
の
支
出
を
減
ら
し
、
そ
の
分
を
米
政
府
が

節
約
で
き
る
』
と
位
置
付
け
た
。

当
時
日
本
側
は
個
別
の
米
軍
施
設
移
転
費
用
に
充
て
る
よ
う
主
張
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
文
書
は
『
米
政
府
の
支
出

一



削
減
に
な
ら
ず
、
最
終
的
に
差
し
引
き
す
る
と
財
政
上
の
純
益
に
も
な
ら
な
い
』
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
日
本
側
支
払
い
は
米

国
の
利
益
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
沖
縄
返
還
で
財
政
上
の
利
益
を
確
保
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
伴
い

増
大
す
る
出
費
を
少
し
で
も
削
減
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

文
書
は
さ
ら
に
、
こ
の
二
億
ド
ル
が
基
地
移
転
に
限
定
さ
れ
ず
「
そ
の
他
の
費
用
」
に
も
適
用
で
き
る
点
を
強
調
し
、
復
帰

に
伴
い
上
昇
す
る
基
地
従
業
員
の
給
与
や
社
会
保
障
費
な
ど
に
充
て
る
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
密
約
か
ら
一
年
た
っ
て
も
支
出
内
訳
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
二
億
ド
ル
が

『
つ
か
み
金
』
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
た
格
好
だ
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
六
九
年
の
密
約
の
中
で
日
本
側
は
二
億
ド
ル
の
ほ
か
に
琉
球
電
力
公
社
な
ど
の
米
国
の
資
産

の
買
い
取
り
額
と
し
て
一
億
七
千
五
百
万
ド
ル
を
米
側
に
支
払
う
こ
と
で
合
意
。
密
約
の
総
額
は
最
終
的
に
三
億
九
千
五
百
万

ド
ル
に
増
大
し
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
が
、
一
連
の
交
渉
経
緯
は
い
ま
だ
に
不
明
な
部
分
も
多
い
。
た
だ
こ
の
種
の
公
文
書

は
今
後
も
表
面
化
す
る
可
能
性
が
強
く
、
密
約
の
存
在
す
ら
認
め
な
い
日
本
政
府
は
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
」

と
の
報
道
（
以
下
、
「
時
事
通
信
報
道
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
。

右
に
つ
き
、
第
一
次
安
倍
晋
三
内
閣
の
下
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
五
号
、
以
下
、
「
政
府

二



答
弁
書
」
と
す
る
。
）
で
は
、
「
時
事
通
信
報
道
」
を
承
知
し
て
い
る
と
は
し
つ
つ
も
、
鈴
木
宗
男
元
衆
議
院
議
員
の
質
問
に

対
し
、
「
沖
縄
返
還
に
際
す
る
支
払
に
関
す
る
日
米
間
の
合
意
は
、
第
六
十
七
回
国
会
に
お
け
る
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に

関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
（
昭
和
四
十
七
年
条
約
第
二
号
。
以
下
「
沖
縄
返
還
協
定
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
当
時
か
ら
歴
代
の
外
務
大
臣
等
が
一
貫
し
て
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
と
お
り
、
沖
縄
返
還
協

定
が
す
べ
て
で
あ
っ
て
、
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
調
査
等
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

自
身
が
第
一
次
内
閣
を
率
い
て
い
た
時
に
閣
議
決
定
し
た
「
政
府
答
弁
書
」
の
内
容
は
、
真
実
を
正
確
に
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
の
質
問
に
誠
実
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。
現
在
、
第
二
次
内
閣
を
率
い
て
い
る

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

二

「
時
事
通
信
報
道
」
に
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
財
務
省
が
国
防
総
省
か
ら
の
書
簡
を
紹
介
す
る
形
で
作
成
し
た
一
九
七
〇
年

十
二
月
二
日
付
文
書
（
以
下
、
「
文
書
」
と
す
る
。
）
の
写
し
を
外
務
省
は
有
し
て
い
る
か
。
第
一
次
安
倍
内
閣
で
は
何
ら

明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
現
安
倍
内
閣
の
誠
実
な
答
弁
を
求
め
る
。

三



三

「
文
書
」
の
存
否
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
調
査
を
行
っ
た
か
と
の
問
い
に
対
し
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
調

査
等
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
。
「
文
書
」
に
関
連
し
た
、
い
わ
ゆ
る
一
九
七

二
年
の
沖
縄
返
還
時
の
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
係
る
密
約
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に
発
足
し
た
当
時
の

鳩
山
由
紀
夫
内
閣
時
に
外
務
省
と
民
間
有
識
者
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
右
調
査
の
中
に
、
「
文
書
」
に
関
す
る
も

の
は
含
ま
れ
て
い
た
か
。

四

「
政
府
答
弁
書
」
の
内
容
は
虚
偽
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
安
倍
総
理
の
見
解
如
何
。

五

か
つ
て
自
身
が
第
一
次
内
閣
を
率
い
て
い
た
際
、
虚
偽
の
内
容
を
含
む
「
政
府
答
弁
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
を
、
当

時
安
倍
総
理
は
自
覚
し
て
い
た
か
。

六

か
つ
て
自
身
が
第
一
次
内
閣
を
率
い
て
い
た
際
、
虚
偽
の
内
容
を
含
む
「
政
府
答
弁
書
」
を
閣
議
決
定
し
、
国
民
に
嘘
を

つ
い
た
こ
と
に
対
し
、
現
在
、
安
倍
総
理
は
ど
う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


